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令和８年10月1日現在令和８年10月1日現在

会議所は企業の要、地域の灯会議所は企業の要、地域の灯

20262026
会員数 896 名会員数 896 名

無担保、無保証人、低利子で融資無担保、無保証人、低利子で融資
～マル経融資制度～

利子補給（1.0％）制度が利用できます!
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により
「㈱日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。

※�ご利用の際には各種要件がございますのでお問
い合わせください。☎ 22－8330

担保、保証人 不　要
貸付 限 度 額 2,000万円
返 済 期 間 10年以内（＊運転資金は7年以内）
利 率 年3.05％（令和 8 年 10 月 1日現在）

融 資 対 象
従業員（家族従事者、パート、法人
の役員除く）が商業・サービス業
は5名以下、製造業・その他は20
名以下の小規模事業者

やわたんまち

◇永年勤続優良従業員をご推薦ください
◇新入会員紹介
◇潮流を読む 直近の日本の長期金利急上昇が示す政策への懸念
◇トレンド通信 アートとの触れ合いを前面に出した温泉宿
◇中小企業のセキュリティ対策 ビジネスメール詐欺に注意
◇中小企業あるある相談室
『売り上げ至上主義』が会社を苦しめる

――逆ザヤを生む営業評価制度
◇【再掲】青年部の窓 皆さまの声からつくる、生成AI活用セミナー

～12月開催に向けた事前アンケートのお願い～

◇日本史のトビラ 地下鉄開通100年

1010

館山商工会議所HP館山商工会議所HP 館山商工会議所館山商工会議所
公式 LINE 始めました！公式 LINE 始めました！



会 議 所 だ よ り
令 和 8 年 10 月 10 日（2）

事業所名 代表者 住　所 営業種目

【会　員】 三橋佳代子 三橋佳代子 八幡 649-8 保険業

〃 安田電工 安田信一 腰越 167 電気工事

〃 株式会社サントラント
買取大吉館山北条店 伊橋　勲 北条 700-2 時計・宝飾品商

〃 株式会社エヴァーブルースカイ
TAUTAU Terrace Tateyama 小山　悟 大賀 81-17 ホテル業

〃 夢房荘合同会社 鳥山恒夫 長須賀 323-1 自治体コンサルティング
民間会社コンサルティング

〃 スナックまりん 飯沼久美 北条 2557-10 飲食業

〃 Boon 石井めぐみ 北条 2550-30 B-1 飲食業

〃 安西 farm 安西義広 江田 461 お米の卸売業

〃 株式会社テクノタック館山支店 小栁隆幸 宮城 1128-10 空調設備工事

〃 eight 8 縁糸 八巻玲奈 長須賀 67 アロマリラクゼーションサロン
ファミリーズバー（ネオスナック）

〃 株式会社アオバオーシャンパーク
西川名ダイビングサービス 小川淳平 西川名 849-4 ダイビングツアー、マリン用品販売、

ダイビングスクール

〃 人企画 南　伸人 香 431-1 衣料製造卸、建設業

【特別会員】 有限会社渡辺工業 小滝大介 南房総市
加茂 171

左官工事、土工事、
コンクリート圧送

〃 株式会社桃匠 安藤隆司 横浜市港北区
篠原北 1-10-17 新築、リフォーム、外構

新入会員紹介 どうぞよろしくお願いいたします！

〈永年勤続優良従業員をご推薦ください〉
　当所では、毎年、館山市と共催で、館山市内の事業所に勤務する永年勤続（10年勤続・
20年勤続・30年勤続）優良従業員の表彰を行っています。
　本年も 12月 4日（金）に表彰式を開催することとなりました。
　つきましては、皆様の事業所で該当される従業員の方が
いらっしゃいましたらご推薦ください。

※�なお、表彰該当者は、別添の推せん状に必要事項を記入のうえ、
事�務局までご推薦ください。（11月 9日（月）締め切り）



会 議 所 だ よ り
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各
種
リ
ス
ク
に
応
じ
た
『
タ
ー
ム
・

プ
レ
ミ
ア
ム
』
を
加
え
て
形
成
さ
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

タ
ー
ム
・
プ
レ
ミ
ア
ム
と
は
、
長
期

の
債
券
を
保
有
す
る
際
に
生
じ
る

価
格
変
動
リ
ス
ク
や
流
動
性
リ
ス

ク
な
ど
の
対
価
と
し
て
、
投
資
家

が
要
求
す
る
短
期
金
利
の
将
来
平

均
に
上
乗
せ
す
る
金
利
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
長
期
金
利

の
変
動
要
因
［
注
３
］
と
し
て
、
こ

れ
ら
リ
ス
ク
を
顕
在
化
さ
せ
る（
１
）

経
済・物
価
情
勢
、（
２
）
金
融
政
策
、

（
３
）
財
政
政
策
に
対
す
る
先
行
き

の
市
場
の
見
方
を
挙
げ
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
ベ
ー
ス
に
す
れ
ば
、
今
後
の

長
期
金
利
の
上
昇
要
因
と
し
て
主

に
以
下
の
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

第
一
に
、
上
記
の
（
１
）
に
関
連

す
る
要
因
と
し
て
は
、
現
状
の
歴
史

的
円
安
が
継
続
し
て
、
輸
入
物
価

の
押
し
上
げ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
上

昇
な
ど
に
よ
る
企
業
物
価
指
数
の

高
い
伸
び
に
つ
な
が
り
、
消
費
者
物

価
へ
さ
ら
に
波
及
す
る
こ
と
で
、
イ

ン
フ
レ
再
燃
の
懸
念
が
高
ま
る
こ
と

で
あ
る
。

　

第
二
に
、
上
記
の
（
２
）
に
関
連

し
て
、
日
銀
の
早
期
追
加
利
上
げ

観
測
が
強
ま
る
こ
と
と
、
日
銀
の
国

債
買
い
入
れ
減
額
に
よ
る
国
債
市

場
の
需
給
が
不
安
定
化
す
る
こ
と

　

長
期
金
利
（
新
発
10
年
物
国
債

利
回
り
）
が
２
０
２
６
年
８
月
17
日

に
２
・
９
２
０
％
［
注
１
］
ま
で
上

昇
し
た
。
こ
の
水
準
に
到
達
す
る
ま

で
の
近
年
の
上
昇
ス
ピ
ー
ド
は
か
な

り
速
い
と
い
え
る
。
日
本
銀
行
（
日

銀
）
が
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
解
除

を
決
定
し
た
24
年
３
月
19
日
の
金

融
政
策
決
定
会
合
前
の
、
１
月
の

０
・
６
％
前
後
［
注
２
］
か
ら
約
２

年
半
で
約
５
倍
の
水
準
に
急
上
昇

し
、
１
９
９
６
年
10
月
18
日
に
２
・

９
０
４
％
に
達
し
て
以
降
、
約
30
年

ぶ
り
の
高
い
水
準
と
な
っ
た
。

　

長
期
金
利
の
形
成
に
つ
い
て
、
直

近
の
日
銀
レ
ビ
ュ
ー
［
注
３
］
で
は
、

「
理
論
的
に
は
『
将
来
の
短
期
金
利

の
予
想
』
に
、
国
債
保
有
に
伴
う

で
あ
る
。
前
者
は
、
市
場
で
は
２
０

２
６
年
９
月
利
上
げ
の
観
測
が
強

ま
り
、
そ
の
後
の
ペ
ー
ス
も
従
来
予

想
よ
り
速
ま
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て

い
る
。
後
者
は
、
日
銀
の
国
債
買
い

入
れ
が
減
少
す
れ
ば
、
そ
の
分
、
市

場
参
加
者
が
保
有
す
る
国
債
が
増

加
し
、
日
銀
の
安
定
的
な
保
有
分

が
減
少
す
る
こ
と
で
、
国
債
市
場
の

需
給
が
不
安
定
に
な
る
懸
念
が
市

場
で
高
ま
る
こ
と
で
あ
る
。

　

第
三
に
（
３
）
に
関
連
し
、
財
政

拡
張
へ
の
懸
念
が
市
場
の
見
方
と
し

て
強
ま
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
高

市
政
権
の
「
責
任
あ
る
積
極
財
政
」

「
骨
太
の
方
針
」
を
巡
り
、
国
債
増

発
・
財
政
悪
化
の
懸
念
が
高
ま
る
こ

と
で
あ
る
。

　

こ
の
三
つ
の
要
因
の
中
で
、
特
に

懸
念
さ
れ
る
の
は
、
上
記
の
（
１
）

と
（
３
）
で
あ
ろ
う
。（
１
）
と
（
３
）

に
つ
い
て
、
大
和
総
研
［
注
４
］
で

は
、
１
６
５
円
／
ド
ル
を
超
え
る
と

企
業
の
価
格
転
嫁
が
急
激
に
積
極

化
し
、
円
安
に
よ
る
物
価
押
し
上

げ
効
果
が
拡
大
す
る
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
状
態
が
続
く
と
金
融

引
き
締
め
が
遅
れ
、
物
価
上
昇
に

歯
止
め
が
利
か
な
く
な
る
「
ビ
ハ
イ

ン
ド
・
ザ
・
カ
ー
ブ
」（
中
央
銀
行

の
金
融
政
策
が
イ
ン
フ
レ
や
景
気
の

変
化
に
追
い
付
か
ず
、
後
手
に
回
っ

て
し
ま
う
状
態
）
の
リ
ス
ク
が
高
ま

る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
今
年

の
７
月
に
円
が
一
時
１
ド
ル=
１
６

３
円
超
へ
下
落
し
た
後
、
７
月
31
日

に
28
年
ぶ
り
［
注
５
］
と
な
る
日
米

協
調
介
入
（
米
財
務
省
が
ユ
ー
ロ
売

り
・
円
買
い
で
参
加
）
を
実
施
し
た
。

た
だ
し
、
介
入
の
目
的
は
あ
く
ま
で

相
場
安
定
で
あ
り
、
円
安
基
調
の

方
向
転
換
で
は
な
い
こ
と
に
は
留
意

が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

前
述
の
大
和
総
研
の
リ
ポ
ー
ト

で
は
、
上
記
の
タ
ー
ム
・
プ
レ
ミ
ア

ム
と
円
安
圧
力
の
双
方
を
抑
制
す

る
た
め
の
中
長
期
的
な
政
策
へ
の

イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
示
唆
）
を

挙
げ
て
い
る
。
ま
ず
、
財
政
面
は

需
要
喚
起
策
を
控
え
て
歳
出
抑
制

で
国
債
発
行
依
存
度
を
下
げ
る
こ

と
、
次
に
金
融
面
は
イ
ン
フ
レ
に
応

じ
た
利
上
げ
姿
勢
を
示
す
こ
と
の
二

つ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
政

策
を
実
行
に
移
さ
な
け
れ
ば
、
中

長
期
に
「
円
安
→
財
政
拡
張
→
円

安
」
の
悪
循
環
が
続
く
と
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
け
ば
、

財
政
状
況
が
急
速
に
悪
化
す
る
リ

ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
よ

う
。
ま
た
円
安
基
調
の
転
換
に
は
、

根
本
的
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
向

上
な
ど
日
本
経
済
の
成
長
力
を
総

合
的
に
高
め
る
政
策
が
必
要
で
あ

ろ
う
。
現
在
の
長
期
金
利
上
昇
が
先

行
し
て
示
す
リ
ス
ク
へ
の
早
め
の
政

策
対
応
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
８
月
19
日
執
筆
）

［
注
１
］ 

日
本
相
互
証
券
「
主
要
年

限
レ
ー
ト
」（
２
０
２
６
年
８
月
18

日
最
終
閲
覧
）

［
注
２
］ 

財
務
省
「
国
際
金
利
情
報 

過
去
の
金
利
情
報
（
昭
和
49
年
（
１

９
７
４
年
）
～
）」（
２
０
２
６
年
８

月
18
日
最
終
閲
覧
）

［
注
３
］ 

日
本
銀
行　

企
画
局
、
金

融
市
場
局
「
日
本
銀
行
に
よ
る
国

債
買
入
れ
減
額
の
国
債
市
場
へ
の

影
響
」
日
銀
レ
ビ
ュ
ー
（
２
０
２
６

年
８
月
）、
Ｐ
．
２

［
注
４
］ 

久
後 

翔
太
郎
、
中
村 

華

奈
子
「『
責
任
あ
る
積
極
財
政
』
下

で
進
む
長
期
金
利
上
昇
・
円
安
の

背
景
と
財
政・金
融
政
策
へ
の
示
唆
」

大
和
総
研
レ
ポ
ー
ト
（
２
０
２
５
年

12
月
11
日
）

［
注
５
］ 

日
米
協
調
介
入
に
つ
い
て

は
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
円
高

を
抑
え
る
た
め
２
０
１
１
年
に
円
売

り
協
調
介
入
し
た
が
、
今
回
の
よ
う

な
円
買
い
を
伴
う
協
調
介
入
で
は
山

一
証
券
な
ど
の
破
綻
で
金
融
危
機
に

揺
れ
た
１
９
９
８
年
以
来
と
な
る
。

株
式
会
社
大
和
総
研　

金
融
調
査
部

主
席
研
究
員　

内
野　

逸
勢

潮

流

を

読

む

潮

流

を

読

む

「
直
近
の
日
本
の
長
期
金
利
急
上
昇
が
示
す
政
策
へ
の
懸
念
」
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東
北
新
幹
線
の
那
須
塩
原
駅
か

ら
車
で
30
分
ほ
ど
の
山
中
に
、
那

須
七
湯
の
一
つ
、
板
室
温
泉
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
で
、
現
代
ア
ー
ト

の
展
示
と
宿
泊
を
組
み
合
わ
せ
た

ユ
ニ
ー
ク
な
温
泉
旅
館
を
運
営
し

て
い
る
大
黒
屋
の
室
井
俊
二
会
長

に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
１
０
０

０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
湯
治
場

と
し
て
栄
え
て
き
た
板
室
温
泉
で

す
が
、
高
度
成
長
期
が
過
ぎ
る
と
、

全
国
各
地
の
温
泉
郷
と
同
様
に
、

団
体
客
中
心
か
ら
個
人
客
中
心
へ

と
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
大
き
な
転

換
を
迫
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
大
黒

屋
は
約
４
７
０
年
前
に
創
業
し
た

老
舗
の
旅
館
で
、
16
代
目
に
当
た

る
室
井
さ
ん
の
代
に
な
っ
て
、
経

営
方
針
を
大
き
く
変
え
ま
し
た
。

「
保
養
と
ア
ー
ト
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
現
代
ア
ー
ト
の
作
品
が
旅

館
の
庭
や
屋
内
の
そ
こ
か
し
こ
に

置
か
れ
、
独
自
の
宿
泊
空
間
を
つ

く
り
上
げ
ま
し
た
。
今
で
こ
そ
、

ア
ー
ト
で
ま
ち
お
こ
し
と
い
っ
た
考

え
方
は
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
に
事
例
が
あ
り
ま

す
が
、
室
井
さ
ん
は
１
９
８
０
年

代
半
ば
か
ら
、
ア
ー
ト
を
核
に
置

い
た
旅
館
経
営
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
日
本
を
代
表
す

る
現
代
ア
ー
ト
の
作
家
で
あ
る
菅

木
志
雄
（
す
が
・
き
し
お
）
氏
の

創
作
活
動
を
支
援
し
、
そ
の
作
品

を
買
い
求
め
て
旅
館
に
展
示
・
配

置
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
旅

館
の
敷
地
の
一
角
に
は
、
菅
氏
の
作

品
を
中
心
と
し
た
「
倉
庫
美
術
館
」

を
開
設
し
ま
し
た
。
世
界
に
向
け

て
日
本
の
現
代
ア
ー
ト
を
発
信
す

る
拠
点
を
自
前
で
那
須
の
山
中
に

一
つ
、
つ
く
り
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
そ
の
分
野
に
興
味
の
あ

る
人
に
と
っ
て
、
そ
こ
は
わ
ざ
わ

ざ
足
を
運
び
た
く
な
る
場
所
と
な

り
ま
し
た
。
室
井
さ
ん
に
よ
る
と
、

「
ア
ー
ト
作
品
を
通
じ
て
お
客
さ

ん
の
感
性
を
刺
激
し
、
人
里
離
れ

た
環
境
と
相
ま
っ
て
、
こ
の
旅
館

に
滞
在
す
る
こ
と
自
体
が
特
別
な

体
験
と
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い

う
狙
い
で
す
。

　

先
代
か
ら
受
け
継
い
だ
旅
館
を
、

ア
ー
ト
を
軸
に
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
す

る
こ
と
は
、
当
初
、
金
融
機
関
を

は
じ
め
地
元
の
自
治
体
や
そ
れ
ま

で
の
客
に
も
な
か
な
か
理
解
さ
れ

ず
、
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ

ま
で
の
事
業
を
築
い
た
先
代
も
反

対
で
し
た
。
た
だ
、
海
外
を
巡
っ

た
経
験
な
ど
か
ら
、
こ
の
先
は
、

強
い
独
自
性
を
持
た
な
い
と
生
き

残
れ
な
い
と
考
え
た
上
で
、
ア
ー

ト
で
違
い
を
生
み
出
す
戦
略
を
進

め
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

続
け
て
い
く
う
ち
に
、
訪
れ
た

利
用
者
に
そ
の
価
値
が
徐
々
に
理

解
さ
れ
、
結
果
と
し
て
こ
の
20
年

ほ
ど
は
リ
ピ
ー
ト
率
が
７
割
に
達

す
る
ほ
ど
、
し
っ
か
り
と
フ
ァ
ン

が
根
付
い
て
き
た
と
の
こ
と
で
す
。

「
駐
車
場
に
は
高
級
外
車
も
あ
れ

ば
軽
ト
ラ
ッ
ク
も
止
ま
っ
て
い
ま

す
。
富
裕
層
で
あ
る
か
、
そ
う
で

な
い
か
と
い
っ
た
く
く
り
で
な
く
、

ア
ー
ト
を
受
け
止
め
る
感
性
の
あ

る
人
が
選
ん
で
く
れ
て
い
る
」
と

室
井
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
現
在
は

経
営
を
引
き
継
い
だ
17
代
目
が
、

予
約
や
顧
客
の
管
理
の
Ｉ
Ｔ
化
な

ど
に
取
り
組
み
、
室
井
さ
ん
と
は

別
の
意
味
で
の
経
営
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

渓
流
の
そ
ば
に
た
た
ず
む
自
然

豊
か
で
風
光
明
媚
（
ふ
う
こ
う
め

い
び
）、
歴
史
も
あ
る
温
泉
宿
。
そ

れ
だ
け
だ
と
日
本
全
国
に
競
合
が

数
多
く
存
在
し
ま
す
。
そ
ん
な
中

で
コ
ス
パ
勝
負
で
は
な
い
、
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
と
し
て
選
ば
れ
る
に
は
、

リ
ス
ク
を
取
る
方
法
論
と
そ
れ
を

支
え
る
経
営
哲
学
が
必
要
な
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

地
域
経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
／
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト

　

渡
辺　

和
博

「
ア
ー
ト
と
の
触
れ
合
い
を
前
面
に
出
し
た
温
泉
宿
」

ト
レ
ン
ド
通
信

ト
レ
ン
ド
通
信

フレッシュバニラ
＆ 濃厚抹茶

『伏姫バーガー』にて
絶賛販売中！

【牧場直送】 搾りたてミルクの贅沢アイス
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中
小
企
業
の　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

ビ
ジ
ネ
ス
メ
ー
ル
詐
欺
に
注
意

攻
撃
の
手
口
と
対
策

レ
ポ
ー
ト
を
公
開

　

電
子
メ
ー
ル
（
以
下
、「
メ
ー

ル
」）
は
取
引
先
と
の
ビ
ジ
ネ
ス

や
日
常
の
業
務
を
行
う
た
め
に

欠
か
せ
な
い
。
そ
れ
故
に
、
攻
撃

者
に
と
っ
て
も
企
業
組
織
を
攻

撃
す
る
た
め
の
格
好
の
手
段
と

な
る
。
メ
ー
ル
を
悪
用
し
た
攻
撃

で
は
、「
人
の
心
理
的
な
弱
点
に

付
け
込
む
」
も
し
く
は
「
相
手

に
対
す
る
信
頼
感
を
逆
手
に
取

り
」
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
だ
ま
す
ソ
ー

シ
ャ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の

手
法
が
昔
か
ら
多
用
さ
れ
、
そ
の

手
口
に
は
大
き
な
変
化
は
な
い
。

　

独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推

進
機
構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
が
開
設
し
て

い
る
「
企
業
組
織
向
け
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
相
談
窓
口
」
に

は
、
メ
ー
ル
を
悪
用
し
た
攻
撃
の

被
害
に
関
す
る
相
談
が
多
数
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｐ
Ａ
は
こ
れ

を
受
け
、
企
業
組
織
を
狙
う
メ
ー

ル
を
悪
用
し
た
攻
撃
の
手
口
、
発

生
す
る
被
害
、
対
策
を
解
説
し
た

レ
ポ
ー
ト
を
公
開
し
た
。
本
稿
で

は
そ
の
中
か
ら
「
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ー

ル
詐
欺
」
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
メ
ー
ル
詐
欺
と
は
、

巧
妙
な
だ
ま
し
の
手
口
を
駆
使

し
た
偽
の
メ
ー
ル
を
企
業
組
織

に
送
り
付
け
、
従
業
員
を
だ
ま
し

て
攻
撃
者
の
用
意
し
た
口
座
へ

送
金
さ
せ
る
詐
欺
の
手
口
で
あ

る
。
代
表
的
な
手
口
と
し
て
以
下

に
示
す
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。

企
業
を
狙
う

な
り
す
ま
し
事
例

【
タ
イ
プ
１
】

　

取
引
先
と
の
請
求
書
の
偽
装

　

タ
イ
プ
１
（
下
図
）
は
、
海
外

の
取
引
先
と
の
間
で
発
生
す
る

こ
と
が
多
く
、
攻
撃
者
が
、
被
害

組
織
と
取
引
先
と
の
メ
ー
ル
の

や
り
と
り
を
盗
み
見
る
こ
と
か

ら
攻
撃
が
始
ま
る
。
攻
撃
者
は
、

途
中
か
ら
取
引
先
に
な
り
す
ま

し
て
、
被
害
組
織
の
担
当
者
に
偽

の
メ
ー
ル
を
送
る
。
ビ
ジ
ネ
ス

メ
ー
ル
詐
欺
で
使
わ
れ
る
典
型

的
な
偽
の
メ
ー
ル
に
は
、
支
払
い

に
使
う
送
金
先
口
座
の
変
更
依

頼
が
書
か
れ
て
い
る
。
指
定
さ
れ

た
口
座
は
、
取
引
先
に
な
り
す
ま

し
た
攻
撃
者
の
も
の
で
、 

送
金
し

た
資
金
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
。

　

攻
撃
者
が
、
取
引
先
の
メ
ー
ル

ア
カ
ウ
ン
ト
に
不
正
ロ
グ
イ
ン

し
て
、
取
引
先
の
正
規
ア
カ
ウ
ン

ト
か
ら
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
場

合
が
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ま
で
の
や

り
と
り
の
途
中
で
攻
撃
者
が
自
然

に
割
り
込
ん
で
く
る
こ
と
か
ら
、

不
正
に
気
が
付
く
の
が
難
し
く
、

被
害
に
つ
な
が
る
場
合
が
あ
る
。

【
タ
イ
プ
２
】

　

経
営
者
な
ど
へ
の
な
り
す
ま
し

　

タ
イ
プ
２
は
、
攻
撃
者
が
企
業

組
織
の
経
営
者
や
幹
部
な
ど
に

な
り
す
ま
し
、
企
業
組
織
の
従
業

員
に
攻
撃
者
の
用
意
し
た
口
座

へ
振
り
込
み
を
さ
せ
る
と
い
う

も
の
。
こ
の
と
き
、
事
前
に
攻
撃

者
は
な
ん
ら
か
の
方
法
に
よ
っ

て
、
企
業
の
役
員
な
ど
の
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
調
べ
、
よ
り
本
物
ら

し
く
な
り
す
ま
し
を
行
う
場
合

も
あ
る
。

　

タ
イ
プ
１
と
タ
イ
プ
２
は
共

に
、
な
り
す
ま
す
人
物
の
メ
ー
ル

ア
カ
ウ
ン
ト
を
乗
っ
取
り
、
正
規

ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
偽
メ
ー
ル
を

送
る
。
も
し
く
は
、
な
り
す
ま
す

人
物
の
組
織
ド
メ
イ
ン
と
よ
く

似
た
ド
メ
イ
ン
名
を
取
得
し
た

上
で
偽
メ
ー
ル
を
送
る
こ
と
で
、

一
見
す
る
と
本
人
が
正
規
の
ア

カ
ウ
ン
ト
か
ら
送
っ
た
よ
う
に

見
せ
か
け
る
巧
妙
な
偽
装
が
行

わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

企
業
組
織
向
け
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
相
談
窓
口
で
受
け

付
け
た
相
談
で
は
、
海
外
の
取
引

先
に
な
り
す
ま
し
た
「
タ
イ
プ

１
」
の
事
例
が
多
く
を
占
め
て
い

る
。
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ー
ル
詐
欺
の
手

口
の
詳
細
や
、
タ
イ
プ
１
と
タ
イ

プ
２
の
具
体
例
に
つ
い
て
は
、
Ｉ

Ｐ
Ａ
が
公
開
し
て
い
る
記
事
を

参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

本
レ
ポ
ー
ト
の
読
者
は
、
中
小

企
業
の
シ
ス
テ
ム
担
当
者
や
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
担
当
者
を
想

定
し
て
い
る
が
、
メ
ー
ル
を
悪
用

し
た
攻
撃
は
、
組
織
の
誰
も
が

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
り
得
る
。
そ
の

た
め
、
組
織
全
体
に
対
策
を
浸
透

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
本
レ
ポ
ー

ト
で
解
説
し
て
い
る
「
さ
ま
ざ
ま

な
攻
撃
の
手
口
」
を
知
り
、
被
害

を
防
ぐ
た
め
の
「
事
前
の
対
策
」

や
被
害
が
発
生
し
た
後
の
「
事
後

の
対
応
」
に
役
立
て
て
い
た
だ
き

た
い
。

独
立
行
政
法
人

情
報
処
理
推
進
機
構
・
江
島
将
和

「
企
業
組
織
を
狙
う
メ
ー
ル
を
悪

用
し
た
攻
撃
の
手
口
と
そ
の
対

策
」
に
つ
い
て
は
こ
ち
ら
を
参
照



会 議 所 だ よ り
令 和 8 年 10 月 10 日（6）

「会議所だより」に広告を掲載される
会員事業所を募集しています‼

【掲載料】
約45mm×約85mm

11,000円～
問合せ　館山商工会議所問合せ　館山商工会議所
　　　　℡ 0470-22-8330　　　　℡ 0470-22-8330

　
「
売
り
上
げ
は
増
え
て
い
る
の

に
、
な
ぜ
か
利
益
が
残
ら
な
い
」

　

こ
れ
は
中
小
企
業
支
援
の
現
場

で
、
非
常
に
よ
く
耳
に
す
る
悩
み

で
す
。
決
算
書
を
見
る
と
、
売
上

高
は
前
年
よ
り
伸
び
て
い
る
。
し

か
し
、
利
益
は
ほ
と
ん
ど
出
て
い

な
い
、
あ
る
い
は
赤
字
に
な
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
企
業
で
は
、実
は『
逆

ザ
ヤ
』
の
受
注
が
常
態
化
し
て
い

る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

逆
ザ
ヤ
と
は
、
簡
単
に
言
え
ば

「
売
れ
ば
売
る
ほ
ど
利
益
が
減
る
状

態
」
で
す
。
本
来
、
仕
事
は
利
益

を
生
み
出
す
た
め
に
受
注
す
る
も

の
で
す
が
、
原
価
よ
り
安
い
価
格

で
受
注
し
て
し
ま
え
ば
、
忙
し
く

な
っ
て
も
会
社
に
は
お
金
が
残
り

ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
受
注
量
が
増

え
る
ほ
ど
資
金
繰
り
は
苦
し
く
な

り
ま
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
逆
ザ
ヤ
が
起
き
る

の
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
原

価
管
理
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
も
一

因
で
す
。
材
料
費
や
人
件
費
、
外

注
費
、
輸
送
費
な
ど
を
正
確
に
把

握
で
き
て
い
な
い
た
め
、「
利
益
が

出
て
い
る
つ
も
り
」
で
受
注
し
て

し
ま
う
の
で
す
。
特
に
昨
今
は
、

原
材
料
高
や
人
件
費
上
昇
が
急
激

に
進
ん
で
お
り
、
昔
の
感
覚
の
ま

ま
価
格
を
決
め
て
い
る
と
、
気
付

か
な
い
う
ち
に
赤
字
案
件
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
私
は
、
そ
れ
以
上
に
大

き
な
問
題
は
、「
営
業
成
績
の
評
価

が
売
り
上
げ
中
心
に
な
っ
て
い
る

こ
と
」
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
多

く
の
企
業
で
は
、
営
業
担
当
者
は

「
い
く
ら
売
っ
た
か
」
で
評
価
さ
れ

ま
す
。
す
る
と
営
業
現
場
で
は
、

「
利
益
率
が
低
く
て
も
、
と
に
か
く

受
注
を
増
や
そ
う
」
と
い
う
行
動

に
な
り
が
ち
で
す
。
場
合
に
よ
っ

て
は
、「
赤
字
で
も
案
件
を
取
っ
て

こ
い
」
と
い
う
空
気
す
ら
生
ま
れ

ま
す
。
営
業
担
当
者
か
ら
す
れ
ば
、

利
益
よ
り
も
売
上
数
を
優
先
す
る

の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

　

つ
ま
り
、
逆
ザ
ヤ
は
営
業
担
当

者
個
人
の
問
題
で
は
な
く
、
会
社

の
仕
組
み
の
問
題
な
の
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、収
益
改
善
の
第
一
歩
は
、

「
逆
ザ
ヤ
受
注
を
や
め
る
こ
と
」
で

す
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
評

価
制
度
を
変
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
売
り
上
げ
だ
け
で
は
な
く
、

「
粗
利
額
」
や
「
利
益
率
」
も
含
め

て
評
価
す
る
こ
と
、あ
る
い
は
、「
安

売
り
を
し
な
い
営
業
」
を
正
当
に

評
価
す
る
な
ど
の
仕
組
み
づ
く
り

が
必
要
で
す
。

　

実
際
、
利
益
重
視
に
切
り
替
え

「『
売
り
上
げ
至
上
主
義
』
が
会
社
を
苦
し
め
る

―
―
逆
ザ
ヤ
を
生
む
営
業
評
価
制
度
」

た
企
業
で
は
、「
売
り
上
げ
は
少
し

減
っ
た
が
、
利
益
は
大
き
く
改
善

し
た
」
と
い
う
例
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
経
営
に
お
い
て
本
当
に

大
切
な
の
は
、『
ど
れ
だ
け
売
っ
た

か
』
で
は
な
く
、『
ど
れ
だ
け
利
益

を
残
し
た
か
』
だ
か
ら
で
す
。
忙

し
い
の
に
も
う
か
ら
な
い
会
社
ほ

ど
、
ま
ず
見
直
す
べ
き
は
『
売
り

上
げ
』
で
は
な
く
、
評
価
制
度
で

あ
り
、『
利
益
の
出
な
い
仕
事
を
続

け
て
い
な
い
か
ど
う
か
』
の
再
確

認
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

中
小
企
業
診
断
士 

秋
島　
一
雄
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【再掲】
青年部の窓
皆さまの声からつくる、生成AI活用セミナー
～12月開催に向けた事前アンケートのお願い～

　文章作成や議事録、売上分析、顧客対応など、生成AI を活用できる業務は急速に広がっています。一
方で、「何から始めればよいか分からない」「自社の業務にどう当てはめればよいか分からない」「情報管
理や回答の正確性に不安がある」といった声も少なくありません。
　館山YEGでは 12 月に生成AI の基礎から業務改善への活用、自社業務で想定される具体的な活用場
面（ユースケース）の検討、効果的なプロンプト作成等を実践的に学ぶ無料セミナーを開催します。
　開催に先立ち、地域事業者の皆様を対象とした事前アンケートを実施します。生成AI活用の障壁となっ
ている課題のほか、データ分析、コンテンツ生成、日常反復業務の削減等の代表的な 6つの分野から、
自社で活用できそうな業務をお聞かせください。
　すべてのご意見を当日の内容に反映できるとは限りませんが、一つひとつを貴重なご意見として受け
止め、より実務に役立つセミナーづくりに活かしていく所存です。是非、率直な声をお寄せください。

【セミナー概要】
◇テーマ：知りたかった！ “生成AI 活用術 ” ～業務改善につながる「基礎」と「実践」～
◇日　時：2026 年 12 月 3日（木）18:30 ～ 20:30
◇会　場：館山商工会議所　会議室
◇参加費：無料

【事前アンケート】※右記QRコードからご回答ください。
◇回答時間の目安：約 2分
◇回　答　期　限：2026 年 10 月 31日（土）

 

 

                                   

                                   

                                   

                                   

  

「館山くらし応援商品券」 

取扱事業所の皆様へ  

 

『館山くらし応援商品券』の取扱事業所様の換金期限は 

令和 8 年 10 月 30 日（金）まで 

となります。 
  

 

 

※換金期限後の換金対応は致しかねますのでご注意ください。 
  

問合せ先：館山市商業協同組合 TEL：22-8330  



会 議 所 だ よ り
令 和 8 年 10 月 10 日（8）

　

日
本
初
の
地
下
鉄
（
銀
座
線
）

が
開
業
し
た
の
は
１
９
２
７
（
昭
和

２
）
年
の
こ
と
。
ち
ょ
う
ど
来
年

で
１
０
０
年
に
な
る
。
地
下
鉄
を
つ

く
っ
た
の
は
、
早
川
徳
次
（
の
り
つ

ぐ
）
と
い
う
人
物
だ
。
早
稲
田
大

学
を
卒
業
し
た
徳
次
は
鉄
道
界
に

入
り
、
東
武
鉄
道
の
社
長
・
根
津

嘉
一
郎
の
下
で
佐
野
鉄
道
や
高
野

登
山
鉄
道
の
再
建
に
成
功
す
る
。

　

そ
の
後
、
根
津
の
下
を
離
れ
た

徳
次
は
、
鉄
道
先
進
国
で
あ
る
英

国
を
こ
の
目
で
見
た
く
な
っ
た
。

け
れ
ど
金
が
な
い
。
そ
こ
で
母
校

の
創
設
者
で
、
総
理
大
臣
・
大
隈

重
信
の
所
に
留
学
資
金
の
無
心
に

行
っ
た
。
ず
い
ぶ
ん
大
胆
だ
が
、

熱
意
に
打
た
れ
た
大
隈
は
、
徳
次

を
鉄
道
院
嘱
託
と
し
て
英
国
に
留

学
さ
せ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

　

徳
次
が
衝
撃
を
覚
え
た
の
は
、

ロ
ン
ド
ン
の
地
下
鉄
だ
っ
た
。
当

時
の
東
京
は
、
市
電
や
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
で
あ
ふ
れ
、
し
か
も
市
電

は
一
度
に
数
十
人
程
度
し
か
運
べ

な
か
っ
た
か
ら
渋
滞
が
ひ
ど
か
っ

た
。「
地
下
鉄
で
渋
滞
は
解
消
で

き
る
」
と
考
え
た
徳
次
は
、
東
京

に
地
下
鉄
を
敷
設
す
る
こ
と
を
決

意
し
た
。
そ
の
後
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
、

パ
リ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
で
調

査
を
行
い
、
帰
国
す
る
と
、
政
財

界
の
有
力
者
に
地
下
鉄
の
有
用
性

を
説
い
て
回
っ
た
が
、
地
盤
の
軟

弱
さ
や
建
設
費
の
多
さ
を
理
由

に
、
相
手
に
し
て
も
ら
え
な
か
っ

た
。
だ
が
、
実
業
家
の
渋
沢
栄
一

だ
け
が
理
解
を
示
し
、
東
京
市
長

の
奥
田
義
人
や
東
京
市
議
会
議
長

の
中
野
武
営
を
紹
介
し
て
く
れ
た

の
だ
。

　

こ
の
ツ
テ
で
徳
次
は
地
下
鉄

敷
設
免
許
を
東
京
市
に
申
請
し
、

１
９
１
７
（
大
正
６
）
年
に
東
京

軽
便
地
下
鉄
道
会
社
を
創
業
し

た
。
出
願
ル
ー
ト
は
品
川
か
ら
浅

草
ま
で
。
徳
次
は
市
議
会
で
免
許

が
下
り
る
よ
う
、
議
員
の
所
へ
出

向
い
て
熱
く
計
画
を
語
り
、
各
地

で
地
下
鉄
の
講
演
会
を
開
い
た
。

結
果
、
免
許
申
請
は
市
議
会
で
、

満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。
た
だ
、

東
京
市
の
許
可
に
加
え
、
政
府
の

鉄
道
院
の
許
可
が
な
け
れ
ば
工
事

に
着
工
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

徳
次
は
、
鉄
道
院
関
係
者
の
も
と

に
出
向
き
、
必
死
の
政
治
工
作
を

行
っ
た
。

　

す
る
と
、
鉄
道
各
社
が
同
じ
よ

う
に
地
下
鉄
工
事
の
申
請
を
始
め

た
の
だ
。
い
ず
れ
も
東
京
軽
便
地

下
鉄
道
会
社
よ
り
資
本
力
が
上

だ
っ
た
。「
こ
の
ま
ま
で
は
他
社
に

先
を
越
さ
れ
て
し
ま
う
」。
徳
次

は
涙
を
流
し
て
悔
し
が
っ
た
が
、

気
を
取
り
直
し
て
奔
走
を
続
け
、

１
９
１
９
（
大
正
８
）
年
に
原
敬

首
相
か
ら
他
社
に
先
駆
け
て
地
下

鉄
敷
設
の
免
許
を
下
付
さ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
間
も
な
く
、
第
１
次

世
界
大
戦
後
の
恐
慌
に
見
舞
わ

れ
、
徳
次
は
資
金
難
に
陥
っ
て
し

ま
う
。
困
り
果
て
た
末
に
、
ア
メ

リ
カ
の
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
会

社
の
ド
ー
チ
ー
社
長
か
ら
２
千
万

円
の
融
資
の
約
束
を
取
り
付
け

た
。
こ
れ
で
着
工
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
。
が
、
運
命
は
皮
肉

な
も
の
だ
。
関
東
大
震
災
が
発
生

し
、
東
京
・
横
浜
は
壊
滅
的
な
打

撃
を
受
け
る
。
す
る
と
ド
ー
チ
ー

が
「
こ
ん
な
恐
ろ
し
い
都
市
に
、

地
下
鉄
は
無
理
だ
」と
融
資
を
断
っ

て
き
た
の
だ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
再

び
振
り
出
し
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
徳
次
は
め
げ
な
か
っ

た
。
路
線
を
縮
小
し
、
浅
草
・
上

野
間
（
２・２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
だ

け
先
に
開
通
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

そ
ん
な
と
き
、
大
倉
土
木
（
大
倉

財
閥
の
系
列
企
業
）
が
「
独
占
的

に
工
事
を
請
け
負
え
る
な
ら
、
工

事
費
は
竣
工
後
に
手
形
払
い
で
よ

い
。
現
金
な
ら
支
払
い
は
完
成
後

１
年
以
内
で
構
わ
な
い
。
利
率
も

低
く
す
る
」
と
申
し
出
て
く
れ
た

の
だ
。
こ
う
し
て
工
事
が
始
ま
っ

た
が
、
途
中
、
ガ
ス
管
か
ら
吹
き

出
た
ガ
ス
が
引
火
し
た
り
、
豪
雨

で
ト
ン
ネ
ル
内
に
水
が
入
り
込
ん

だ
り
し
て
道
路
が
陥
没
す
る
な

ど
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
見
舞
わ
れ

た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
困
難
を
乗

り
越
え
、
つ
い
に
地
下
鉄
は
開
通

し
た
。
１
９
２
７
（
昭
和
２
）
年

12
月
30
日
の
開
業
当
日
に
は
、
上

野
駅
に
入
る
た
め
に
５
０
０
メ
ー

ト
ル
の
人
の
列
が
で
き
、
10
万
人

が
乗
車
し
た
。
徳
次
は
地
下
鉄
の

建
設
を
決
し
て
諦
め
ず
、
実
現
に

向
け
て
走
り
続
け
た
結
果
、
不
可

能
だ
と
他
人
か
ら
笑
わ
れ
た
夢
を

つ
い
に
現
実
の
も
の
と
し
た
の
で

あ
る
。

歴
史
作
家　
　

河
合　

敦

「
地
下
鉄
開
通
１
０
０
年
」

充実した設備と
　細かいサービス
大型カラー印刷機完備 !!

お気軽にお問合せください

○チラシ・パンフレット印刷
○オンデマンド印刷
　データ入稿～印刷～製本
○記念誌・自分史・郷土史
　写真集・自費出版　etc…

館山本社・館山工場
館山市山本226　〒294-0014
TEL.0470-22-2277
FAX.0470-23-2278

千葉支社（経営本部）
千葉市中央区生実町2498-8　〒260-0813
TEL.043-300-8661
FAX.043-300-8665


